















































































































ｭ8） 計 幹材’部 枝条部 全体 ×100@　（％）
1 80 28 1L6187 5．00 6，8912，2149，105］37．8 44．3 182．1 32．1
2 54 29 7．2 168 2．61 2，5330，1502，683 97．］ 5．7 102．8 5．9
3 100 30 4．6 216 7．99 7，5274，42011，947 94．2 55．3 149．5 58．7
4 58 28 12．5 198 2．84 4，5210，3094，830159．2 10．9 170．］ 6．8
5 118 33 8．8 255 11．8913，5316，86220，393114．3 57．9 172．2 50．7
6 66 30 12．5 ］94 3．86 4，8350，6815，516125．3 17．6 ］42．9 14．1
7 56 35 8．0 193 3．44 5，397 o 5，397156．9 o 156．9 ⑪
8 50 33 ］0．5 193 2．64 3，732 0 3，732］4L4 0 ］41．4 0
9 40 25 9．0 165 L301，1880，543L7319］．4 41．8 133．2 45．7
10 64 28 8．7 190 3．38 4，7］6 L3156，031139．5 38．9 178．4 27．9
11 34 24 ／22 165 0．94 1，0360，0691，／05 1／0．2 73 117．5 6．7
12 56 28 ］0．0 217 2．67 2，9110，1553，066109．0 5．8 114．8 5．3
13 58 29 9．6 203 2．96 3，4090，1943，603115．2 6．5 121．7 5．7
14 82 30 6．3 235 5．64 6，869LO617，93012L818．8 140．6 15．4
15 66 28 11．2 245 3．57 4，5330，9005，433127．0 25．2 152．2 19．9
王6 70 30 6．2 250 4．27 4，2581，731 5，989 99．7 40．5 140．2 40．7
17 62 30 12．4 239 3．46 4，4470，4404，887128．5 12．7 14L2 9．9
18 50 28 13．9 225 2．19 3，0770，］00 3，177140．5 4．6 145．1 3．2
19 70 30 7．3 225 4．27 3，5230，8464，369 82．5 19．8 102．3 24．0

























































































































（m） 本数 ％ 本数 ％
1 0 0 1 0．5
2 61 48．0 190 90．5
3 5 3．9 5 2．4
4 16 12．6 7 3．3
5 16 12．6 3 1．4
6 15 11．8 2 1．0
7 8 6．3 0 0
8 2 L6 1 0．5
9 2 1．6 0 0
10 1 0．8 1 0．5
11 1 0．8 0 0
計 127100 210100
表3　造林丸太の末口径
丸太の 幹材 部 枝条 部
末口径
（cm） 本数 ％ 本数 ％
8～10 9 7．1 35 16．7
11～20 42 33．1 132 62．9
21～30 26 20．5 29 13．8
31～40 18 14．2 8 3．8
41～50 15 11．8 4 1．9
51～60 9 7．1 1 0．5









































































































































































































































平均　最小 最大 平均　最小 最大
四国産イシゲヤキ
l国産ホンゲヤキ
卲ｴ産ホンゲヤキ
0．69　0．59
O．66　0．55
O．71　0．66
0．84
O．79
O．79
552　437
S82　412
T74　450
707
T57
U81
IV　総 括
　大阪営林局日原営林署（島根県鹿足郡日原町）管内で伐採したケヤキの老齢天然木について利用材
積を調べた。また高知営林局を通じて入手した四国産のケヤキ及び日原営林署産のケヤキ材について
材質を調査した。四国産のケヤキには通称イシゲヤキが含まれており，イシゲヤキとホンゲヤキの材
質の比較も行った。本研究の結果は次のとおりである。
　1．伐倒木の立木幹材積に対する利用材積の割合は，幹材部で平均120％，枝条部で約20％，合計約
140％で，約40％立木幹材積表よりも多かった。幹材部利用材積に対する枝条部利用材積の割合（枝条
利用率）は約20％であった。利用材積及び枝条利用率は個体によって著しく差があった。胸高直径と
利用材積との間に相関関係が認められた。
　2．造林丸太の長さは，幹材部では2mから最大11mまで採材できたが，2m材が最も多かった。
しかし，4m以上の長大材が全体の約半数あった。枝条材は大部分が2m材であった。幹材丸太の末
口径は11～30cmのものが最も多く，50cm以上のものは13％にすぎなかった。
　3．材の肥大生長に二つのタイプがみられた。イシゲヤキ型は早生型で，幼齢期の肥大生長がおう
盛であった。ホンゲヤキ型は晩生型で，肥大生長は緩慢であった。
　4．イシゲヤキ型の材は幼齢期の年輪幅が広く，圧縮強度が大で，材は著しく硬かった。しかし，
ケヤキの利1：目材積と材質について （59）
比重や圧縮強度でイシゲヤキとホンゲヤキを区別することは困難であった。
　5．島根県日原産の天然ケヤキはアカゲヤキで，比重が高く，強度が強く，材の硬さは中程度で，
材質は良好であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　　　　献
1）橋詰隼人：ケヤキ天然木の生長とケヤキ林の施業について．日林関西支講，36，165～168（1985）
2）橋詰隼人：ケヤキの天然木及び造林木の生長とケヤキ林の施業について．広葉樹研究，4，39～47
　　（1987）
3）木材工業編集委員会：日本産主要木材．日本木材加工技術協会（1960）pp．60～70
4）大日本山林会：広葉樹林とその施業．地球社（1981）p．192
